
（別紙３）

～ R８年３月９日

（対象者数） ３７人 （回答者数）
２８人

～ R８年２月２８日

（対象者数） ３人 （回答者数）
３人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・まずは子どもたちの発信を大切にし続けることに力を入れ

る。

コミュニケーションの取り方や発信方法がさまざまであるた

め、とりこぼしてしまわないよう心を配る。

・プログラムやイベントに盛り込んでいけるようスタッフ間

で共有、企画を練る。

2

・より多くのうれしい報告をご家族へできるよう日頃の支援

を工夫し、子どもの行動や発信を大切にひろっていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・日頃の活動や地域との交流や防災訓練などの目的を持った

活動についても分かりやすく発信をしていく

2

・ご家族も参加できるイベント等の中で、学んだり知ること

ができる内容も盛り込む

・他機関での研修会などの情報を知る機会も多いので、それ

をご家族にむけて積極的に発信をしていく

3

・送迎時・モニタリング時以外にも気軽にご連絡をいただけ

るよう発信を続ける

○事業所名 Ｕプロフェッショナル

○保護者評価実施期間 R８年２月１７日

○保護者評価有効回答数

R８年２月１７日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R８年３月11日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

定期的な面談の開催や子育てへの助言が不足しているとアン

ケート結果を分析して感じた

・送迎時やモニタリング時以外でゆっくりとお話をする機会が

少なかった。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

活動場所が子どもたちに適切に環境を整えられているかや、地

域の子どもたちとの交流の場があるかなどについて「どちらと

もいえない」「わからない」という回答が多かった。

・子どもたちそれぞれの様子について共有しているが、全体の

ことがわかるご案内は不十分である。

ご家族も参加できる研修会や情報提供の場が不足している ・子どもたちそれぞれの様子について共有しているが、全体の

ことがわかるご案内は不十分である。

・いろいろなプログラムがあり、子どもが楽しめている

・子どもが通所を楽しみにしている

・デイのプログラムやイベントの企画はそれぞれ担当が立案し

ているが、内容が偏らずブラッシュアップしていけるようチー

ムで話し合いを重ねている。

・また、子どもたち発信のアイデアを大切に活動へ取り入れる

ことを意識している。

・「やってみたい」という気持ちを大切にし、その思いや興味

を見逃さず主体的に活動へ参加できるように支援している

・子どもの状況を保護者と伝えあい情報の共有ができている ・気になる点だけでなく、できたことや嬉しいできごとも随時

お伝えしている

・活動の様子を、口頭や文字だけでなく画像を用いて共有して

いる。

事業所における自己評価総括表公表


